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【歴史的背景】 

神奈川県は、臨海工業地域を拡張するため、昭和 30 年代から東京湾沿岸の浅海域を埋め

立て、日本経済の高度成長を支えてきた。その結果、共同漁業権と区画漁業権を放棄し、

広大なノリ漁場、アサリ漁場、干潟や藻場を喪失することとなり、さまざまな水産生物の

幼稚仔が生育する場を失うこととなった。また、都市住民の飲料水と工業用水を確保する

ため、相模川、酒匂川から取水が行われた。さらに、工場等の排水が未処理のまま海域に

放出され、水質規制が整わなかった上、東京を中心とした関東一円に住む約 3000 万人の生

活排水が東京湾と相模湾に排出され、海域の水質汚濁を招いた。こうした沿岸環境で生活

する水産生物の漁獲量は、昭和 40 年代から急激に減少をみせ、漁業者の収入が激減した。 

 漁獲量が減少する状況で、自然域では水産生物の産卵から幼稚仔の発育段階で大量の減

耗があり、その減耗期を人工的に育成し、自然域で生き残ることができる適切な大きさま

で育て、種苗を放流して資源を増殖する試験が始まった。 

 まずは、種苗を生産する技術の開発が必要となった。戦前から昭和 30 年代までは、水産

生物の初期発生を明らかにする研究が進められ、神奈川県においては、種苗の生産試験と

して、昭和 39 年度からマダカアワビの卵子・精子を誘発することから始まった(土屋・井

上,1966)。 

【施設整備】 

 新たに三浦市三崎町から城ケ島に移転した水産試験場に昭和40年種苗生産施設が整備さ

れ、種苗科が設置された。昭和 51 年度には栽培漁業センターが発足し、翌昭和 52 年度に

は第 1 栽培漁業センターの施設が完成し、アワビ、マダイの種苗量産を担当する部門が設

けられた。昭和 61 年度に財団法人 神奈川県栽培漁業協会が設立され、栽培漁業センター

の施設が貸与されることになり、マダイ種苗生産施設の整備が行われた。平成 2年度には、

第 2 栽培漁業センターの施設が整備され、ヒラメとサザエの種苗量産が行われた。平成 15

年に第 2栽培漁業センターを廃止し、栽培技術部の栽培漁業施設とした(山田,2008)。 

栽培漁業協会に貸し出されている第 1 栽培漁業センターのアワビ種苗生産施設が老朽化

したため、平成 15 年度から 17 年度の 3ケ年に亘って更新を図り、さらに、平成 22 年度に

はろ過機を増強した。 

【栽培漁業基本計画】 

 神奈川県は国の栽培漁業基本方針を受け、昭和 59 年度に第 1 次栽培漁業基本計画(基本

計画)を策定した。第 1次基本計画では、マダイ、アワビ、アカウニの 3種を対象種として

選定した。その計画では、マダイ、アワビは策定時の段階 B2 であり、終了時の目標を C と

した。アカウニは策定時に Aで終了時の目標を B1 に設定した。第 2次基本計画ではクロダ



 

 

イ、トコブシ、サザエを加え、7種を栽培対象種とした。第 3次基本計画では、マコガレイ

とホシガレイを加え、アカウニを除外した。第 4,5 次基本計画は、第 3次基本計画と同じ 8

種類であるが、基本計画終了時の目標を段階的に上げている。第 6次基本計画ではマダイ、

クロダイ、アワビ、サザエは F の段階とし、ヒラメは E、マコガレイを D とした。新たに、

トラフグを加え、カサゴ、メバルは他県種苗の導入を図ることとして 9 種を対象としてい

る(神奈川県,2010,表 1)。 

【種苗生産と放流技術開発と放流効果】 

(アワビ):昭和 39 年度にはマダカアワビの種苗生産試験を開始し、昭和 43 年度からアワビ

の種苗生産事業が始められた。この事業と並行して、磯根資源調査が始まり、放流された

アワビの資源生態調査が行われた。 

磯根資源調査では、放流後の成長、移動・分散・すみ場、アワビ種苗の大きさ別生残な

どが明らかにされ、その知見に基づき漁場の設計と造成が行われた。(神奈川県水産試験

場,1967～1977),(井上 1973a、1973b,1973c、1973d)。アワビ種苗の大きさ別生残は、殻長

20mm～30mm の間でシグモイド曲線を示した。このことは、アワビの種苗の大きさとしては、

生残率を良くするためには25mm以上の殻長が必要であることが示された(井上,1976)(神奈

川県水産試験場,1969)(図 1)。 

昭和 41 年に人工種苗 30,000 個が最初に放流され、昭和 44 年～昭和 53 年にはアワビの

年平均種苗放流数は 30 万個、昭和 54 年～昭和 63 年には 65 万個、平成元年～平成 10 年に

は 62 万個、平成 11 年～平成 20 年には 43 万個が放流された(神奈川県,2010,表 2)。 

神奈川県のアワビ漁獲量は、放流が始まる前の昭和34年から昭和43年までが年平均38.6

トンであった。昭和 44 年～昭和 53 年には 67.3 トンに増大したが、昭和 54 年～昭和 63 年

は 25.2 トンに減少し、平成元年～平成 10 年が 24.0 トン、平成 11 年～平成 20 年が 21.4

トンであった。 

アワビ漁獲量の経年変化と種苗放流数を比較すると、昭和 50 年代前半までは、種苗放流

数が 2 倍に多くなると漁獲量も 1.7 倍に増大した。しかし、その後、種苗放流数が維持さ

れても、漁獲量は 37%に減少し、低位安定状態が続いている(表 3)。 

漁獲物では、昭和 62 年から平成 2年までは、混獲率は 50～69%であったが、平成 10 年の

81%を除き、平成 3 年から平成  年まで 90%～98%が人工種苗由来であった(今井・滝口・堀

口,2006)。このことは、天然の再生産がほとんどなくなった状態で、種苗放流によって磯

根漁業が支えられていると言っても過言ではない。近年の神奈川県のアワビ漁獲量は、20

～24 トンであり、その 90%以上が放流由来であるので、18～21 トンの放流効果があること

になる。 

(クルマエビ):神奈川県におけるクルマエビ種苗放流は、相模湾西部海域で昭和 45 年から

昭和 53 年まで千葉県天羽漁業協同組合から毎年 200～550 万尾の種苗を購入して行われた

(財団法人 相模湾水産振興事業団,2000)。また、昭和 51 年から昭和 56 年まで神奈川県栽

培漁業センターにおいて 160～390 万尾の種苗を生産した(神奈川県水産課,2010,資料 2)。



 

 

昭和 45 年から昭和 49 年までは、体長 10mm の種苗であったが、昭和 50 年からは 13～16mm

と大きくし、昭和 53 年から昭和 55 年までは体長 70mm の大型種苗 6,2.5,4 万尾を二宮に放

流した。東京湾口金田湾で昭和 53 年から昭和 55 年に 14～250 万尾、横須賀市長井町の小

田湾で昭和 53 年～昭和 55 年まで 600m2 の囲い網を設置し、40～10 万尾を 30mm まで中間育

成し、放流した(神奈川水産試験場,1980)。さらに、横浜市金沢区の海の公園においても昭

和 54 年から昭和 56 年に囲い網を設置し、10～30 万尾の中間育成をして放流した(神奈川県

水産試験場,1981～1982)。 

クルマエビは、大量の種苗放流や囲い網による中間育成して放流したにも拘わらず、放

流後の追跡調査及び漁獲量調査でほとんど、漁獲の増大が見られず、昭和 56 年度をもって

神奈川県でのクルマエビの種苗放流試験は中止した。 

漁獲量を増大できなかった原因として干潟、相模湾では干潟や浅海域がほとんどなく、

横須賀市長井町、横浜市金沢区においても干潟はあるものの、1ha から 10ha の面積で、大

量のクルマエビが育成する環境がなかったものと考えている(今井,1982)。 

(マダイ): マダイは、昭和 37 年に横須賀市鴨居にあった民間の観音崎水産研究所において

日本で初めて人工種苗生産に成功し、7 尾を放流した(山下,1963)(1994)。神奈川県では、

昭和 43 年度からマダイ種苗生産試験を開始し(神奈川県水産試験場,1968)、昭和 49 年度か

ら種苗量産試験に着手し、昭和 50 年度から 100 万尾生産技術と体制を整備していった(神

奈川県水産試験場,1975)。昭和 61 年度に財団法人神奈川県栽培漁業協会が県、市町、漁業

協同組合、水産団体の出捐で設立され、昭和 53 年度に整備した種苗生産施設のうちマダイ

種苗生産施設の整備を行い、マダイとアワビの種苗生産事業を引き継いだ(武富,2007)。平

成 24 年 4 月には、公益財団法人 神奈川県栽培漁業協会に移行し、引き続き、種苗生産と

放流を行う指定法人として活動している。 

 マダイ種苗放流事業は、当初、国、県の補助金で種苗生産費を賄ってきたが、平成 12 年

から補助金が減額され、平成 13 年度からマダイ釣り人協力金制度を導入した。さらに、平

成 22 年度で完全に補助金がなくなり、受益者負担によるマダイ種苗放流をおこなっている

が、種苗生産経費と負担のバランスがとれず、事業の存続に苦慮している(社団法人 全国

豊かな海づくり推進協会,2011) (今井,2011)。 

 マダイの栽培漁業資源生態調査は、静岡県と千葉県と共同で昭和 47 年度から昭和 49 年

度にかけて行われ、漁獲量、漁場、幼稚仔の生態などが明らかにされた。マダイは昭和 54

年度に放流技術開発(神奈川県水産試験場 1980～1983)、昭和 58 年度から回遊性魚類共同放

流実験調査事業(神奈川県水産試験場 1984～1987)が始まり、大量の標識放流が各県地先で

行われた。この事業により、移動範囲、成長、放流魚が漁業種類別にどのように利用され

ているか明らかにされた(高間、清水、幡谷,1987)。引き続き栽培漁業実証事業としての地

域栽培漁業推進拠点整備パイロット事業等(千葉県水産試験場・(財)神奈川県栽培漁業協

会・(財)静岡県漁業振興基金,1989～1992)、マダイ資源増大パイロット事業((財)神奈川県

栽培漁業協会(1993～1995)によって放流が行われた。回遊性魚類共同放流実験調査事業か

ら累積で 100 万尾を標識した放流魚の再捕魚が約 1 万尾あり、放流魚の利用実態が明らか

にされた。さらに、昭和 61 年度から資源培養管理対策事業(神奈川県水産試験場,1991～

1998)によって、全長 20cm 以下のマダイは再放流することが資源管理方策として決められ



 

 

た。また、遊漁船(今井・高間・柴田 1994)とプレジャーボート(今井,1994)によるマダイ資

源の利用実態が調査され、放流魚の回収量が推定された(今井,1996,IMAI,2005,一色

2009))(図 2)。また、種苗放流の効果と経済的評価(今井,1997)(今井,2011)も行われた。こ

の調査に基づいて、マダイ遊漁者からの協力金制度を平成 13 年度に設定したが、当初、目

標金額に近い協力が得られたものの、近年はマダイ釣り人人数と対比すると 10%前後の釣り

人からしか協力を得られていない(社団法人 全国豊かな海づくり推進協会,2011)。 

昭和 53 年に 30 トンの最低の漁獲量であったが、マダイの種苗放流によって昭和 41 年の神

奈川県における最大マダイ漁獲量 130 トンを越える捕獲量(漁獲量+遊漁釣獲量)を昭和 60

年に 160 トンを記録し、その後、増減はあるももの 100 トンを越えている。マダイ資源の

利用状況は捕獲量の 40～75%が遊漁者によって獲られている。混獲率は平成 3 年から平成

20 年の尾数平均で 48%である。回収率は 3.6%～11.4%であり、平均 7.1%であった(社団法人 

全国豊かな海づくり推進協会,2011)。 

(ヒラメ):神奈川県でのヒラメ種苗生産試験は、昭和 45 年度から昭和 48 年度まで行われた

(田内,1980a,1980b,1980c)。その後、しばらく試験は中断し、平成元年度に第 2 栽培漁業

センターの整備とともに種苗量産試験が行われ(神奈川県水産試験場 1991～2010))、当初、

種苗生産数は不安定であったが、仔稚魚期の飼育温度を 18℃に昇温することで全長 6cm の

種苗、15 万尾前後の生産が可能となった(神奈川県水産総合研究所,2000)。しかし、平成

22 年度で種苗生産事業を終了し、親魚を養成し、その受精卵を民間種苗生産業者に生産を

委託し、生産した種苗を神奈川県栽培漁業協会が購入して放流している。 

 ヒラメはマダイと同様昭和 47 年度から昭和 49 年度にかけて栽培漁業資源生態調査が行

われ、漁業、稚魚の分布、漁獲物の年齢組成、成長などが明らかにされた(神奈川県水産試

験場 1973～1975))。ヒラメの調査は中断していたが、再び平成 2 年度から放流技術開発事

業の太平洋海域ヒラメ班に参加した。種苗生産では”種苗の質”を改善する技術開発や鱗

を採取することで ALC 標識魚を確認すること(土地・今井,1993)と市場調査体制の充実によ

る調査精度の向上を図り、放流効果を把握した (中村,1992)。この調査で種苗の大きさ別

の再捕率が明らかになった。’89年放流群で30mm1.1%、62mm群、16.4%、89mm群が16.3%、’90

年放流群で 33mm 群が 1.1%、73mm 群が 16.6%、’91 年放流群で 20.3%となった。これらのこ

とから、放流サイズが 60mm 以上であれば、再捕率は 20%前後に達することが明らかになっ

た(神奈川県、2000),(中村、1995)。また、東京内湾と相模湾の 1992 年～2004 年における

尾数混獲率は東京内湾で25.9～81.9%、相模湾で8.1～23%、回収率は東京内湾で4.T～12.5%、

平均 7.2%、相模湾・東京湾口域で 1.8～9.7%、平均 5.0%と推定された(一色・片山,2008)

図 3。さらに、平成 8 年度から資源管理型漁業推進総合対策事業を 3 年間行い、全長 30cm

以下、小田原市では 35cm の漁獲物を再放流することが資源管理指針に策定され、実践され

ている(神奈川県,1999)。 

 ヒラメの種苗放流事業は、放流技術開発事業(神奈川県栽培漁業センター・神奈川県水産

試験場,1991～2000)と種苗放流効果実証事業が平成 22 年度まで国、県の補助金によって放

流された分と財団法人神奈川県栽培漁業協会が昭和 61 年に発足して以来、漁業協同組合や

水産団体が有償でヒラメ種苗を放流してきた分と栽培漁業協会が公益事業として無償で種

苗放流事業の分の 3 つに財源があった。さらに、平成 23 年度からは補助金がなくなって、

それに代わって太平洋南海域栽培漁業推進協議会に参加することで、ヒラメの資源造成支



 

 

援事業で放流をおこなっている。 

(サザエ):サザエ種苗生産試験は、昭和 44,45,55 年度に行われた(神奈川県,1971)。サザエ

の量産が始まったのは、第 2栽培漁業センターが開設した平成元年からであり、平成 12 年

度から平成 23 年度までは、殻高 2cm 以上の種苗を 70～80 万個を配布している(神奈川県水

産総合研究所・神奈川県水産技術センター,2002～2011)。種苗の中間育成費を軽減するた

め、海上筏に小割生簀を設置し、育成することができるようになった(奥村・沼田・村

上,2002)。 

 サザエ種苗量産放流技術開発事業で成長、移動、漁場、漁獲物組成などを明らかにした(神

奈川県水産総合研究所,1993～2003)。サザエの回収率は、’90～’91 年放流群で 19.78%(岡

部,1995),’98～’00 年放流群で 2～28%の値(滝口,2002)(表 4)を得ている。ただし、サザ

エの漁獲物単価が平成初期の 800 円/kg から 400 円/kg 前後と下落しており、費用対効果は

厳しい。 

(その他):イセエビの種苗生産研究は、昭和 41 年度から昭和 46 年度まで指定調査研究で行

われ、フィロソーマ最終令期まで育てることができた(神奈川県水産試験場,1966～

1971),(井上,1978)。ガザミは昭和 43 年から昭和 50 年度まで種苗生産し(資料 3)、放流し

たが、放流効果が分からず昭和 51 年度に中止した。再び、漁業協同組合からの放流要望が

あり、平成 20 年～21 年度に一部放流が復活した。アカウニは、第 1次と第 2次栽培漁業基

本計画に入れ、平成元年度から平成 3 年度まで、種苗生産技術開発を行い、ウニ類の生態

を調査したが(神奈川県水産試験場 1980a,1980b,1986a、1986c,1995))大量種苗生産に至ら

ず中止した。クロダイは、昭和 63 年度から遊漁団体の要望により、財団法人神奈川県栽培

漁業協会が生産し、有償配布している。放流効果調査は行っていない。マコガレイは東京

内湾の漁業者から要望が強く、平成 10 年度から水産総合研究所で種苗生産を開始し、平成

12 年度から財団法人神奈川県栽培漁業協会が引き継ぎ、種苗を生産し配布している。放流

効果調査は行っていない。ホシガレイは平成 年度から宮古栽培漁業センターの受精卵を

譲渡してもらい種苗生産を行い、全長 6cm 前後の種苗 1 万尾前後を東京湾に放流して追跡

した(中村・山田・照井,1997),(中村・山田,1999)。しかし、親魚育成による大量の受精卵

を得ることができず、種苗生産対象種から除外した。トラフグは、平成 19 年度から平成 21

年度まで栽培漁業技術実証試験で独立行政法人水産総合研究センター南伊豆事業所から種

苗を分与され、標識放流を行い、移動、成長、再捕率などを調査している(櫻井,2011),(社

団法人 全国豊かな海づくり推進協会,2007),(一色・鈴木,2012)。これらの種類の外、カ

サゴ、メバル、カワハギ、クロソイなども遊漁団体の要望により放流している。 

 磯焼けしている神奈川県西湘(小田原～福浦)の海域においてカジメ群落を復活するため

の試験を昭和 40 年度からカジメ幼体を移植したが、定着に至らなかった。昭和 56～58 年

度に大型ブロックをカジメ場に投入し、カジメ成体が繁茂した状態で、磯焼け海域に移動

したところ、カジメ群落が形成された(神奈川県水産試験場,1978～1984)。 

【技術的課題】(アワビ):神奈川県におけるアワビ漁獲量の 90%が人工種苗に由来している

ことは、再生産が行われていないことになり、漁獲量を復活させるためには、人工種苗で

親貝場造成を図ることが考えられている。しかし、人工種苗親貝が次世代に寄与すること

を確認できず、原因を探り、除去することが必要である。さらにキセノハリオティス症や



 

 

筋委縮症の防除対策(神奈川県水産試験場,1994～1997)を種苗生産施設に組み込むことが

生産を安定させる技術として開発しなければならない。(クルマエビ):神奈川県には干潟が

東京湾側に 30ha 弱、相模湾側に 5ha ほどしか現存しないため、浅海域を幼稚仔時期の生活

の場とするクルマエビにとって、育成できる場があまりにも少ない。ガザミとともに、ク

ルマエビの資源を増やすためには、種苗放流に先だって干潟と浅海域の回復・造成が必要

である。(マダイ):マダイは種苗放流によって、かつて種苗放流する前の最大漁獲量を上回

る資源を造成することができた。種苗放流によって放流効果は得られたが、受益者負担制

度のみの種苗放流では放流規模を維持することはできない。種苗放流による受益者全体を

把握できず、不特定多数の受益者、間接経済効果の波及効果、再生産用資源の確保など、

国、県の果たす役割は依然大きく、種苗放流事業の経費負担割合の見直しが必要である。(ヒ

ラメ):広域共同資源造成事業を太平洋南海域栽培漁業推進協議会でどの範囲で具体的にだ

れが、どのようにして実現していくか、ロードマップを作成することが求められている。(サ

ザエ):漁獲単価が下がっているため、費用対効果を如何に確保していくか、また、漁業協

同組合での出荷管理など流通の改善を模索していく必要がある。(その他):漁業者から種苗

放流の要望が強いナマコの種苗生産技術の開発、カサゴ、メバル、クロダイ、マコガレイ、

カワハギなど多品種、少量放流の放流効果が明らかにされていない種をどのように評価し

ていくか課題が残されている。 

【栽培漁業の今後】漁業者、遊漁者の種苗放流の要望は多様化している。現在は、ナマコ

の種苗生産が漁業協同組合から強く要望されている。遊漁者からの要望は、カサゴ、メバ

ル、カワハギなど時代とともに変化し、これからも、餌釣りからルアーフィッシィングへ

の変化していく中、それらの釣り対象種への種苗放流要望に応えていくこととなる。 

 種苗生産は、各県とも共通の課題であるが、施設の老朽化と種苗生産担当者の高齢化と

後継者の採用ができない状態であり、近い将来、種苗生産基盤を保持することが困難な状

況が来ると予想される。 

 神奈川県は、平成 23 年度から、神奈川県栽培漁業協会の経営を自立化させ、受益者負担

による経営を行うよう求め、県から種苗生産・放流に対する補助金の助成はなく、委託費

もない状況である。 

 神奈川県では、沿岸漁場整備開発法が施行されて以来、栽培漁業基本計画に基づいて、

栽培漁業の推進を図ってきた。技術開発水準の到達すべき段階で E(種苗の量産・放流体制

を整備した上で、放流による効果を実証し、経費の低減を図るとともに、効果に応じた経

費の負担配分を検討する)段階にまで至った種類は、マダイとヒラメである。しかし、これ

らの種類は、放流効果実証事業は終了したものの、次の F(持続的な栽培漁業が行える)の特

定水産動物育成事業には至っていない。クロダイ、アワビ、サザエ、カサゴは栽培漁業ス

タート時から直接受益者が種苗を購入する方式である。 

  漁業者と遊漁案内業者・遊漁者のニーズがあり、種苗放流の効果を享受していることが

認められことが、受益者負担制度を成立する前提となる。受益者を特定しても、現在の法

律では、種苗放流の経費を負担させる限界があり、受益に応じた負担金を徴収する制度と

組織が必要となる。また、不特定多数の受益者と間接経済効果を享受している人から負担

金を徴収することは不可能であり、水産資源の再生産用資源の確保は国、県が負担すべき



 

 

ものと考えている。したがって、漁業者と国民が栽培漁業に対する期待と要望、科学的根

拠があれば、現在の沿岸漁場整備開発法の特定水産動物育成事業を種苗生産、放流、管理、

漁獲のサイクルを回転する経済的基盤を付加できる法律に改正してもらいたい。 
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